
 

県段階の「生産の目安」について 

（令和３年 12 月３日 山形県農業再生協議会臨時総会にて決定） 

 

（１）政府が提供する全国の需給見通しにおける令和４年産主食用米等 

生産量 675 万トンに、全国の需要実績に占める県産米のシェア（4.776

…％）（※）を乗じて算定。 

※過去６年間の全国の需要実績に占める県産米のシェアうち、最大最小を除く４年の平均値 

 

（２）山形「つや姫」「雪若丸」ブランド化戦略推進本部で決定された、「つ

や姫」「雪若丸」のブランド化による需要増に対応した数量 1,700 トン

を加算 

 

（３）需要減少トレンドに加え、新型コロナの影響による民間在庫の増加

状況を踏まえ、主食用米を一定量減算し、農家所得を確保しながら主

食用米以外の作物作付けを促進 

 
 

○ 県段階の「生産の目安」 

 

①  数量 

 

   675 万トン  ×   0.04776…   ＋ 1,700 トン － 6,831 トン  

（４年産主食用米等生産量）   全国の需要実績に占   （需要量増加分） （米需要減への対応） 

める県産米のシェア   

 

   ⇒ 317,300 トン（前年比 △16,200 トン） 

 

②  面積換算値 

 

    317,300 トン     ÷     598kg/10a 

                     （３年産水稲の 10a 当たり平年収量） 

 

   ⇒ 53,060ha（前年実績比 △1,840ha） 

 

 

 


